
                               
                          

＊表中の低・全は校庭開放(14:40～15:50)のある日です。 
※表中の○は、放課後英語活動「ファンガーデン」と放課後学習がある日です。 

（原則 低学年 14：40～15：25、高学年 15：40～16：25）                                     
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下校予定時刻 

1 年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

1 水    全 14:40 14:40 14:40 14:40 14:40 14:40 
2 木 委員会 歯科検診(2,4,6 年) ○  全 14:40 14:40 14:40 14:40 15:30 15:30 
3 金 文化の日           

4 土           
5 日           

6 月 
B 時程５H 個人面談① 

持久走練習(始) 
○   14:20 14:20 14:20 14:20 14:20 14:20 

7 火 

B 時程５H  個人面談② 

ミズノアスリートクラブ 

空き缶キャンペーン（～15日まで） 

○   14:20 14:20 14:20 14:20 14:20 14:20 

8 水 B 時程    14:20 14:20 14:20 14:20 14:20 14:20 

9 木 
B 時程５H 個人面談③ 

安全指導日 
○   14:20 14:20 14:20 14:20 14:20 14:20 

10 金 ４時間授業      13:20 13:20 13:20 13:20 13:20 13:20 
11 土 PTA バザー          
12 日 田原小地区コミュニティまつり          
13 月 B 時程５H 個人面談④ ○   14:20 14:20 14:20 14:20 14:20 14:20 
14 火 B 時程５H 個人面談⑤ ○   14:20 14:20 14:20 14:20 14:20 14:20 

15 水 

B 時程 個人面談予備日 

子ども安全の日（一斉下校） 

自衛隊音楽祭り 

   14:20 14:20 14:20 14:20 14:20 14:20 

16 木 
学校公開（始） 

クラブ活動 歯科検診(1,3,5 年) 
○   14:40 14:40 14:40 15:50 15:50 15:50 

17 金 
個人面談予備日 クリーン作戦 

持久走練習（終） 
○   14:40 14:40 15:30 15:30 15:30 15:30 

18 土 学校公開（終）持久走大会    12:10 12:10 12:10 12:10 12:10 12:10 
19 日           

20 月 
B 時程 避難訓練  

音楽会特別時程始 
○ ○ 低 14:20 14:20 14:20 15:10 15:10 15:10 

21 火  ○   14:40 15:30 15:30 15:30 15:30 15:30 

22 水 ４時間授業    13:20 13:20 13:20 13:20 13:20 13:20 

23 木 
勤労感謝の日 

台東区民ドッジボール大会 
         

24 金 研究授業（５年）  ○   13:20 13:20 13:20 13:20 13:20 13:20 
25 土 ＰＴＡビーチボールバレー大会          

26 日           

27 月  ○  低 14:40 14:40 14:40 15:30 15:30 15:30 

28 火 
 
たてわりロング集会（１時間目） 
なかよし給食 

○   14:40 15:30 15:30 15:30 15:30 15:30 

29 水 B 時程    14:20 14:20 14:20 14:20 14:20 14:20 
30 木 音楽会リハーサル ○   14:40 14:40 14:40 14:40 14:40 14:40 

１１ 月  の  行  事  予  定 



 

 

｢食欲の秋｣と言うけれど・・・。 
副校長 増嶋 広曜 

校庭のイチョウの葉が少しずつ紅葉し始め、次第に深まる秋の訪れを感じる今日この頃です。子供た

ちは、大いに盛り上がった運動会をよい思い出として、教室での学習に日々取り組んでいるところです。 
１０月１２日（木）には、ＰＴＡの成人教育部の企画で、「食べると向き合う―ミニ『暗闇ごはん』

を体験しよう！」と題したカルチャー講座が開かれました。緑泉寺の住職（料理僧）である 青江
あ お え

覚
かく

峰
ほう

先生をお迎えして、食についてご指南いただきました。 
私も体験しましたが、目に頼らずに匂いや風味を集中して味わったり、食べることに思いを馳せたり

するひと時は、大変刺激的であり、感慨深いものでした。その中で先生から、「五
ご

観
かん

の 偈
げ

（「偈」とは

仏や仏･菩薩の徳をたたえるのに詩句の体裁で述べたもの）」の教えを紹介いただきました。 
 
 
 
 
 
 
青江先生に平易な形で言い換えていただいたところでは、 
「一つには、この食べ物がどこで作られて、どうやって運ばれて、どう料理されたのかなどを想像し、

感謝の心をもつこと。」 
「二つには、今日の自分が、この食べ物を食べるに値する行いをしたかどうか振り返り、謙虚な気持

ちをもつこと。」 
「三つには、欲には限りがないため、目の前にある食べ物について不満を口にしたり、もっと食べた

いなどの欲を出したりしない心をもつこと」 
「四つには、日々の食べ物は、すべて自らの命を支えるためであり、好き嫌いせずに食べること」 
「五つには、この食べ物を食べるのは、道を成すためのものであること」 

とのことです。伺った話からで、多少、私なりの解釈もありますが、学校教育でも相通ずる部分が多

いと思うと同時に、食育は大人である私たちにとっても大切なものであると改めて思いました。 
「食欲の秋」というと、「美味しい物をたくさん食べよう」とのイメージをもたれる方もいることで

しょうし、私自身もその一人でした。しかし、講座に参加したことで、大切なのは、量や質（美味しさ）

を追い求めるばかりではなく、今目の前にある物やできごとが、どのような苦労を伴ってあるのかとい

うことに対して思いを致し、自分自身が驕ることなく、謙虚な気持ちで自分を律していくことであると

気付かされました。大変素晴らしい講座でしたので、少しでも多くの方にお伝えしたいと思い、この場

を借りて報告させていただきました。 
ご家庭でも、ぜひ食を通じて食べること生き方について向き合うことで、すてきな団欒の時間を過ご

していただければと思います。 
 
 

 

田原小だより 第６３３号 
平成２９年１０月３１日 

台東区立田原小学校 
校長 白井  正之 

一には、功の多少を計り彼の来処を量る。 
二には、己が徳行の全闕（ぜんけつ）を忖（はか）って供（く）に応ず。 
三には、心を防ぎ、過を離るゝことは、貪等を宗とす。 
四には、正に良薬を事とするは、形枯（ぎょうこ）を療ぜんがためなり。 
五には、成道のための故に、今、この食を受く。 

 



 
 

連合運動会 
６年担任 加藤 尚宏 

 １０月１４日（火）に台東区立小学校連合運動会が台東リバーサイドスポーツセンター陸上競技場で

開催されました。朝から雨が降り開催が危ぶまれましたが、１時間遅れて無事開催することができまし

た。気温も低くフィールドコンディションの悪い中、子供たちはもてる力を遺憾なく発揮し、競技場を

沸かせました。自分のベストな記録が出て喜ぶ児童や、同じレースで他校の児童に負けて悔しがる児童

など、普段の生活ではあまり味わうことのできない貴重な経験を積むことができました。また、自分の

出場する種目だけでなく、友達の出場する種目も自分のことのように大きな声で応援し、笑顔で喜ぶ姿

も目にすることができ、嬉しく思いました。この日のために、毎朝早くに送り出してくださった保護者

の皆様、児童集会でエールを送ってくれた下級生の児童たち、朝練習の指導にあたった先生方。ありが

とうございました。皆様のサポートがあり、下記に代表される素晴らしい結果を修めることができまし

た。この場を借りて御礼申し上げます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

運動会アンケート  
体育主任 海老澤 理咲 

 

秋季大運動会では、たくさんのご協力をいただきありがとうございました。今年度も、保護者の皆様、

地域の皆様からたくさんのご意見ご感想をいただきました。皆様からのご意見の中で特に多かったもの

をご紹介させていただきます。いただいたご意見は、来年度の運動会やこれからの教育活動に生かして

いきます。 

 

○どの学年も短い期間でよく練習し、一生懸命な姿に感動した。どの演目も素晴らしかった。グランドドリ

ルは今年も素晴らしい演技だった。全校での応援の歌声が素晴らしかった。 

○運動会の進行がスムーズだった。特に、高学年の係児童の活躍が素晴らしかった。 

○学校全体が一体となった運動会だと感じた。 

○観覧場所では、お互い譲り合い、マナーを守って参観することができた。 

○駐輪場が設置されていて、地域の中学生や保護者の協力もあり整理されていてよかった。 

 

△観覧席や昼食場所での場所取りのマナーが悪かった。 

 →昼食場所を開放する時間など検討します。 

△観覧場所が一部分かりづらいところがあった。 

 →会場図が分かりやすくなるよう改善します。 

△校庭や体育室で昼食を終えた児童が走り回るなど、子供のマナーが悪かった。 

→保護者のみなさまと協力してマナー改善に取り組んでいけるとよいと思っています。 

 

◇連合運動会 入賞者◇  
第 ５位 井下田 克和（３分 31 秒８） 

第 １位 前島 結乃  （２分 52 秒５） 

第 10 位 関谷 咲    （15 秒９） 

第 ６位 谷山 倖誠  （７秒５） 

第 ８位  中村 祐太  （７秒６） 

第 １位 岩竹 彩加里（７秒３）大会タイ 

第 ２位 大野 葵    （７秒６） 

第 ２位 内田 花    （125 ㎝） 

第 ５位 木原 すおみ（117 ㎝） 

第 ５位 島田 航生  （369 ㎝） 

第 10 位 草間 飛友  （355 ㎝） 

第 12 位            （１分１秒２） 

第 １位           （１分０秒２） 

男子 1000ｍ走 

女子 800ｍ走 

女子 100ｍ走 

男子 50m 走 

 

女子 50m 走 

 

女子走り高跳び 

 

男子走り幅跳び 

 

男子 400m リレー 

女子 400m リレー 



1 年校外学習（葛西臨海水族館） 

１年担任 菱田 陽子  
 １０月１６日（月）に校外学習で、葛西臨海水族園に行ってきました。１０月とは思えない程の寒さ

と止むことのない雨のあいにくの天気ではありましたが、元気よく見学を楽しみました。 
 子供たちは、ぴかぴかと光る大きなマグロの回遊や色とりどりの世界の魚たちに目を輝かせていまし

た。ペンギンのえさやりも見ることができました。えさやりに合わせて右に左に走っていくペンギンを

目で追って、やはり右に左に顔を向ける子供たちの姿がとてもかわいらしかったです。 
 午後からは、一番のめあてであったどんぐり拾いをしました。「松ぼっくりがないんだよね。」とぼや

きながらも、雨にも負けず夢中で拾っていました。次は、このどんぐりや松ぼっくりを使って、生活科

の時間に楽しみたいと思います。 
 公共施設やバスの中でのきまりやマナーもしっかり守って、立派な校外学習デビューとなりました。 

 

          ２年校外学習（茨城県自然博物館） 

                                                  ２年担任 町田 洋子 

 １０月２０日（金）に校外学習で茨城県自然博物館に行ってきました。 
 この施設は８つのブースに分かれていて、いろいろな発見をすることが

できました。 

「地球の生い立ち」のコーナーでは恐竜たちの生活のジオラマを見るこ

とができ、迫力ある姿にみんな注目しました。また、人間の祖先は４本足

だったことにも驚いていました。「自然のしくみ」コーナーでは私たちが

アリの大きさになって探検しました。巨大なきのこやむかでに思わず「わぁー」と驚いていました。猫

の目になってみると、「なんだか暗くてはっきり見えないな。」などと、いろいろな発見がありました。 

 田原小学校では、初めて行った施設でしたが、子供たちにとって有意義な学習となりました。 

 
４年校外学習（足立区こども未来創造館・虹の下水道館） 

４年担任 白石 芳江  
 １０月６日（金）に校外学習に行ってきました。４年生は社会の学習では、「すみよいくらしと水」

について、理科では、「星と月」について学習をしています。そこで、教室での学習をさらに深めるた

め、「虹の下水道館」と「足立区こども未来創造館」を見学しました。 
虹の下水道館では、「水のきれいさを調べてみよう」という実験をしました。実験キットを使って、

わたしたちが使った水がどれくらい汚れているのかを調べました。水再生センターで処理した水と比較

をすることで、水再生センターでの水をきれいにする仕組みの工夫がよく分かり、驚かされました。 
ギャラクシティでは、プラネタリウムを観覧しました。ふかふかの椅子に座り、ゆっくりと星空を楽

しんだり、月の動き方を確認したりすることができました。 
校外学習で学んだことをこれからの生活の中で生かしていけるよう、引き続き学校での学習に取り組

んでいきたいと思います。 
 

生活指導部より 
                                  生活指導部 白石 芳江 

 １１月の生活指導月目標は「物を大切に使おう」です。教室の床を見ると、鉛筆、消しゴム、定規な

どの文房具やポケットティッシュやハンカチなどが落ちていることがあります。記名されている物は、

落とし主に届けることができますが、そうでない物は落とし物箱に入れられることになります。「誰の

物ですか。」と聞いても、記名のない物は落とし主が見つからないことが多いような気がします。自分 
の持ち物に関心をもてない児童が増えているのかも知れません。 

物を大切に使うためにも、もう 1 度自分の持ち物に記名することや使った道具はきちんと片付けるよ

う指導していきます。ご家庭でもご協力をお願いいたします。 


